
索非対称性(Ⅱ):傾斜線分は垂直線分からポッ

プアウトするか? 日本心理学会第58回大会

(1994年10月,日本大学).発表論文集,

p.590.

19)外岡利佳子･山越言･松沢哲郎 (1994):ポッ

ソウの野生チンパンジーにおける石器使用の

野外実験 :コウラの実に似た木製ポールの提

示.第10回日本霊長類学会大会 (1994年6

月.上智大学).霊長頬研究,10:131.

20)柳原芳美･松林清明･松沢哲郎 (1994):ニ

ホンザルにおける飼育環境のエンリッチメン

ト:給餌方法とケージ環境の検討.第10回

日本霊長頬学会大会 (1994年6月,上智大学).

宣長頬研究,10:161.

認知学習分野

小嶋祥三 ･正高信男･中村克樹･南雲純治 一

研究概要

A)老齢ニホンザルの認知機能に関する研究

小嶋祥三･中村克樹

物体および位置弁別の連続逆革､複式物体弁別
を検討した｡物体連続弁別逆転と複式物体弁別で

.は､若年のサルに比較して､老齢ザルの成績が劣っ

ていたが､位置弁別の逆転課題では差はみられな

かった｡

B)チンパンジーの聴覚と音声に関する研究

小嶋祥三･揚妻直樹･岡本暁子

別の居室で夜を過ごす2群のチンパンジーを朝

放飼場で出会わせ､その時生じる音声を含む社会

的交渉を検討した｡個体の交換などの実験的操作

を行い､その効果を検討した｡

C)霊長類のコミュニケーションの比較行動学的

研究

正高信男

ヒトを含む様々な種の音声､視覚コミュニケー

ションの比較研究を行っている｡

D)サル大脳皮質における情報伝達様式の研究

中村克樹 ･薄口俊之l)

サル大脳皮質における電気情報の伝達様式を調

べる目的で､スライス標本に与えた電気刺激の伝

播を光学測定法を用いて測定した｡本年度は特に

マカクザル前頭連合野主構領域 (46野)に注目

して調べた｡刺激は主に皮質に垂直に伝播した｡

これは解剖学的に示唆されているコラム (柱状)

構造に対応すると考えられる｡

E)霊長類行動実験用システムの開発

南雲純治

NEC-98系およびIBM-PC/AT系バ

ソコン上で動作する入出力制御付き汎用割り込み

タイマの作成を行った｡

総 説

一和文-

1)正高信男 (1994) :サルは言糞をしゃべっ

ているか｡日経サイエンス､10月号 :18･23.

2)小嶋祥三 (1994) :何が音声言語を可能に

したのか｡日経サイエンス､10月号 :26-31.

3)小嶋祥三 (1994) :ヒトとチンパンジーの

音声発達｡発達と脳のメカニズム (久保田

競縮)､ミネルヴァ書房､pp.21-51.

論 文

一美文-

1)Masatakn,N.(1994):Lack'ofcorrelation

betweenbodysizeandfrequencyofvocali-

zationsinyoungfemaleJapanesemacaque

(Macaca fuscata). Folia PrimatO1.,
63:115-118.

2)Masataka, N. & Bloom,K. (1994):

Acousticpropertiesthatdetermineadults'

preferencesfor3-month-oldinfantvocali-

zations.InfantBehav.Dev.,17:461JI64.

報告･その他

一英文-

1)Kubota.冗.& Nakamura,K.(1994):

Visualmemory-relatedneuronalactivity

ofthemonkeytemporalpole. Extended
Abstracts Book of International

Symposium "Dynamics of Neural

Processing",(Washington, D.C., June,

1994).pp.152-159.

-和文-

1)中村克樹 (1994) :記憶とオッシレーショ

ン.実験医学 (増刊),12:152-159.

1)行動発現分野

-30-



2)中村蒐樹 (共著)(1994) :脳の謎を解く.

東京､朝日新聞社｡

3)正高信男 (1994) :ニホンザルの音声模倣.

文部省科学研究史補助金虫点領域研究 ｢認知･

言語の成立｣報告香2,pp.117-118.

4)正高信男 (1994) :乳児における笑いの発

達.論文集 ｢乳幼児研究の現在と未来｣､

pp.3843.
5)桶爾和秀･小嶋祥三 (1994) :チンパンジー

における視聴覚統合課題の学習.文部省科学

研究史補助金重点領域研究 ｢認知 ･言語の成

立｣報告書2.pp.113-114.

6)小嶋祥三 (1994) :霊長類の音声とその知

覚.文部省科学研究史補助金重点領域研究

｢認知 ･言語の成立｣論文免 pp.219-232.

7)南雲純治 (1994) :汎用型デジタル入出力

ボード及びその制御用ソフトウェアの開発.

文部省科学研究費補助金重点領域研究 ｢認知･

言語の成立｣報告香2,pp.147-1.

学会発表等

一英文-

1)Ando.I.,Sawaguchi.T.,Naknmura,K.,

YoshikaWa,EりOkada,H.,Tsukada,H.&

Kubota,冗.(1994):Frontalcorticalareas

involvedinsimplehandmovement;aPET

studyinanawakemonkey. Tho24th

SocietyforNeurosciencoMeeting(Miami,

Florida,November,1994).Progmm and

･Abstracts,20:444.

2)Masataka,N.(1994):Effectsofcontin･

gentandnoncontingentmaternalstimula-
tiononthevocalbehaviorof3-to4-

montholdJapaneseinfants.Invitedlecture

atthelothMeetingofWorldAssociation

forInfantMentalHealth. Abstracts,

pp.70-71.

3)Masataka,N.(1994):Relationbetween

index-finger-extensionandacousticquality

of coolng in three-month-old infants.

Paper presented at the 13th Biennial

Meetingofth㊤InternationalSocietyfor

ItheStudy of BehayiomlDevelopment.

Abstracts.pp.111.

一和文-

1)中村蒐樹 (1994) :視雑な視党対象認知の

ニューロン解析.文部省科学研究史缶点領域

研究 ｢脳の情報処理｣.卵2回サテライトワー

クショップ (1994年8月､蓉科､長野).

2)中村蒐樹 (1994) :形態情報の処理とオッ

シレーション.祁蓋匝鞘学会｢洗脳連合野チュ-
トT)アルワークショップ｣､(1994年8月､犬

山､愛知).

3)小嶋祥三 (1994) :シンポジウム ｢音声言

語研究の現在と将来｣､比較心理学の立場か

ら-チンパンジーの聴覚と音声1.第12回
日本生理心理学会学術大会､プログラム･予

稿集､pp.21.

4)小嶋祥三､揚妻直樹､岡本暁子 (1994) :

飼育下チンパンジーの出会い場面における音

声.第10回日本霊長類学会学術大会.研究

発表予稿集､pp.18.

5)岡本暁子､小嶋祥三､揚安直樹 (1994) :

飼育下チンパンジーの出会い場面における社

会的交渉.如10匝旧本霊長類学会学術大会.

研究光来予稿集､pp.17.
6)桶爾和秀､小嶋祥三 (1994) :チンパンジー

の聴党認知に関する実験的研究 :新奇刺激導

入時の反応にみられる概念的処理の可能性｡

節10回日本霊長頬学会学術大会.研究発表

予稿集､pp.20.

7)小嶋祥三 (1994) :老齢ニホンザルの連続

弁別逆転.第21回日本脳研究会.口涜要旨
集､pp.63.

8)小嶋祥三(1994):教育試訴｢動物とaware,ness｣･
第18回日本失語症学会総会.プログラヰ･

講演抄録､pp.41.

9)岡本暁子､小嶋祥三､揖斐直樹 (1994) :

チンパンジー放飼集団における挨拶行動.日

本動物行動学会第13回大会.

行動究現分野

久保田銃･三上章允･薄口俊之

研究概要

A)前頭菜の研究 -

1)コザルの前頭葉の発達の研究

久保田 競･帝口京子り

生まれたばかりのアカゲザルに遅延反応を学習
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